


・平成23～27年(12月末づけ）の交通事故発生状況（県内）

23年 24年 25年 26年 27年

人身事故 10,420 10,155 9,804 8,100 7,169

死者 95 95 94 112 87

負傷者 13,813 13,287 12,885 10,717 9,517

・
同上における高齢者事故発生状況および全体

に占める割合

23年 24年 25年 26年 27年

人身事故 2,633(25.3％) 2731(26.9％) 2767(28.2％) 2330(28.8％) 2151(30％)

死者 53(55.8％) 48(50.5％) 49(52.1％) 57(50.9％) 52(59.8％)

負傷者 1862(13.5％) 1922(14.5％) 1892(14.7％) 1647(15.4％) 1448(15.2％)



・
市町村別発生状況（上位

３市町村）

総人身件

数
構成率 増減数

高齢者事

故
構成率 増減数 増減率

高齢死

者
増減数

高齢負

傷者
増減数

四日市

市
1,325 18.5 -196 346 16.1 -43 -11.1 5 229 -29

津 1,173 16.4 -109 327 15.2 -57 -14.8 5 -7 208 -65

鈴鹿 743 10.4 -59 200 9.3 4 2 3 -3 134 10

合計

（県）
7,169 100 -931 2,151 100 -179 -7.7 52 -5 1,448 -199



・高齢者事故件数の減少数・増加数上位３市町

減少数 増加数

順位 市町名 増減数 順位 市町名 増減数

1 津市 -57 1 伊賀市 25

2 松阪市 -46 2 志摩市 16

3 四日市市 -43 3 明和市 7

・人身事故の内訳（27年、高齢者）は、人対車両が12.8％、車両相互が83.7％、車両単独が3.8％である。

・死亡事故の内訳（同上）は、人対車両が38.0％、車両相互が38.0％、車両単独が24.0％である。










